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――海外赴任する人を対象にどのようなサービ
スを提供しているのですか？

海外赴任は国内人事異動と比較するとはるか

にハードルは高いと言えます。現地社員の前で

の赴任者の言動の全てが会社の代表者としてと

られることもあり、海外赴任前の準備期間や海

外赴任中の的確なサポートが欠かせません。

当社が提供しているサービスは主に２つ。１

つは赴任前のオンライン研修です。成功する海

外駐在員になるために必要な知識や心構えを身

に付けます。もう１つは赴任中のコーチング

サービス。赴任直前から始めることができ、海

外赴任中まで継続できます。

赴任前　ｅラーニングを活用し準備
――赴任前のオンライン研修で工夫しているこ
とは？

以前は、対面での１日研修が中心でした。赴

任前は準備などで大変多忙な時期であり、受講

した研修コンテンツをどれだけ赴任中に思い出

せるかが課題になっていました。

コロナ禍でオンラインに切り替えてからは、

eラーニングにオンラインワークショップを加え

たトレーニングを実施しています。ワークショッ

プまでの１～２週間は事前課題に取り組んでも

らいます。eラーニングなので、自分のペース

で学習できます。また、ワークショップには講

師とのビジネスシミュレーションを取り入れる

など、実践的かつ双方向になるよう様々な機会

を設けています。ワークショップ後もｅラーニ

ングコンテンツはいつでもレビューできる、学

んだことを思い出しすぐ行動に移すことができ

ます。

――ｅラーニングの題材にはどのようなものが
あるのですか？

例えば、管理職向けには『海外における人事

管理セミナー』です。現地人材をいかに定着さ

せるか、セクハラやパワハラなどマネジメント

リスクをどう防ぐか。また、問題社員との対処

の仕方など、駐在員の役割について、英語の動

画に日英２カ国語の字幕を付けて解説します。

もう１つは役職に関係なく、赴任後、現地社員

に良い第一印象をもってもらうための自己紹介

の仕方。とても大事なことなのに、あまり重要

視されず、日本流の「よろしく」で済ませてし

まう（笑）。自分はなぜ海外に派遣されたのか、

ミッションは何か、何を成し遂げたいのかなど、

自己紹介は現地社員に明確に伝える絶好の機会

であり、異文化コミュニケーションの第一歩と

なります。

赴任直前～赴任中　答えは自分で
――次にコーチングについて。研修とは何が違
うのですか？

コーチングには教える側、教えられる側と

いった上下関係は存在しません。コーチと受講

生は対等な関係、一緒になって考えるパート

ナーです。答えは受講生が自分で見つけ出しま

す。テーマを考えるのも受講生、つまり一人ひ

とりのニーズに合わせて行われます。

日本企業は赴任前研修が中心です。一方で赴

任後も、初めて直面する課題は山ほどありま

す。しかし相談相手がいない。結局、「孤軍奮闘」

になりがちです。

――悩み事というのは例えば？
役職が日本にいる時より上がるので、現地ス

タッフとの接し方に関するものが多いですね。

尊敬されるリーダーになるために、自分はどう

あるべきか、どう行動すべきか……。

仕事に関することだけではありません。子ど

もの教育を考え、いつ帰国すべきか、今後のキャ

リア形成をどうしたらいいかなど、人生設計を

含め全てがコーチングのテーマになります。将

来にわたって成功し、充実した人生を送るため

にも、コーチングによるサポートが必要だと感

じます。

――どういったコースがあるのですか？　頻度
や期間は？

コーチングは、もともと役員以上の幹部職を

対象に行われてきました。それを当社では駐在

員であれば役職に関係なく、対象者になると考

えています。

主なコースのうち１つはリーダー向けの「エ

グゼクティブ・コーチング」。１対１で日本語

または英語で行います。通常、月に１～２回、

３カ月かけて行います。コーチは様々な国籍、

経験を積んだ人たちの中から、テーマに応じて

選ぶことがでます。

もう１つはスピーチやプレゼンテーション、

交渉など様々なビジネスシーンで効果を上げる

ための「対人コミュニケーション・コーチング」。

こちらは英語のみで、少人数でのグループ受講

が可能です。

コーチングセッションの設定は簡単で、事務

局の負荷はありません。オンライン予約システ

ムでコーチの空き状態を調べた上で、駐在員自

身の都合に合わせて日時を設定することができ

ます。その後、セッションのZoomリンクがメー

ルで自動的に送られてきます。

――受講する側の心構えとして大事なことは。
コーチングはリーダーとしてどうあるべきか

というBeing と、あるべき自分と現在の自分と

の間にあるギャップを埋めるために何をしたら

いいかという Doing を受講生とコーチが一緒

になって考える作業です。

視野が狭かったり、自信がなかったりして、

今はまだ Being も Doing も見えていないかも

しれません。でも、視野は広げられる。自信が

ないという壁は自分が作っているのだから、自

分で打ち破ることができます。コーチングの原

理原則は「答えは自分の中にある」。まずは自

分を正しく認識し、時には反省してみる。深く

考えようという心構えが大事になります。コー

チングを通して気付きを得て、良いアイデアを

内側から発掘する。そうすることで、今はまだ

見えていない潜在的能力を引き出すことができ

るのです。

日本からの駐在員が世界を舞台に大事な役割

を果たせるよう心から応援します。

� （聞き手：日外協　業務部主幹　中野裕道）

実際に海外に赴任し仕事を始めてから直面する課題は多い。
そんなときにも的確なサポートが必要になる。

海外赴任で結果を出す
―― より強いリーダーシップを発揮するために
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